
































































































































































































































































































味している。ICT によって図書館は全地球的 ( グローバ
ル ) な図書館ネットワークの一部とならなくてはなら







コとの協調である。法政大学は 2014 年 9 月に、ユネ
スコのメディア情報リテラシー大学ネットワークに加
盟し、ユネスコから本プログラムの専門官アルトン・
グリズィール氏らを招いた国際シンポジウムを開催し
た。これに合わせて、法政大学はスーパ ・ーグローバル・
ユニバーティティの一環として、全キャンパスに新科
目「メディア情報リテラシー入門」を設置する方向で
準備を進めている。この科目は教職課程の選択科目と
しても履修が可能となる予定だが、当然のことながら、
図書館のみならず、学芸員、社会教育主事課程を履修
する学生にとっても大事な科目となるだろう。
　図書館司書課程では、すでに私の「図書館演習」で
この課題を取り入れた授業を展開しはじめている。ユ
ネスコのカリキュラムを活用しながら、新しい図書館
と図書館司書のかたちを学生とともに創造する試みで
ある。そしてこれは図書館司書の新しい専門性を開拓
する試みでもある。
　ユネスコのメディア情報リテラシー・プログラムに
はデジタル・アーカイブの重要性についても触れられ
ている。発展途上国を中心に、失われつつある資料の
デジタル化は世界的な文化遺産保護のためにも欠かせ
ない活動だと考えられている。一方、日本でも 2012
年に半官半民団体として「文化資源戦略会議」が設立
され、2014 年には、国立デジタルアーカイブ・センター
の設立、人材の育成、文化資源デジタル・アーカイブ
のオープンデータ化、著作権・所有権・肖像権などの
権利者不明作品問題の解決などを求めた「アーカイブ
立国宣言」が出された。そして高度文化資源専門職と
して「（仮称）文化資源コーディネーター」の創設を提
言する。同提言には次のように書かれている。
文化芸術分野の知見、作品の収集・保存・修復・公開の
技能、そして必要な法律知識を適切に備えたアーキビス
トの育成を中心に、デジタルアーカイブを支える人的基
盤を整備する。
文化資源をアーカイブ化し、活用するためには、それを
担う人材を欠かすことができない。博物館、図書館、文
書館など既存の文化資源機関では、学芸員や司書、アー
キビストがその役割を担っているが、デジタル化を進め
るための知識や技能は充分とは言い難い。「アーカイブ
立国」実現のためには、新たな担い手、専門人材の育成
に取組まなければならない。そのためには、高度文化資
源専門職の養成制度を創設する必要がある。( 福井健策・
吉見俊哉監修『アーカイブ立国宣言』2014、)
　このように、デジタル技術がもたらす大きな社会変
化の波が既存の社会教育資格課程の枠組みにも大きな
影響をもたらすことは間違いない。司書課程もこのよ
うな変化を機敏にとらえ、変化に対応できる司書の養
成が不可避であろう。しかし、先に述べたように、ユ
ネスコのメディア情報リテラシー政策にとって、デジ
タル・アーカイブはメディア情報リテラシーを身につ
けた市民が図書館と同様に活用し、民主主義社会の構
築に貢献するための情報源として位置づいていること
を忘れてはならない。このような理念のもとで、デジ
タル・アーカイブの社会的価値が明確なものとなり、
同時に、日本がユネスコを通じて世界に貢献する道も
開けるだろう。
